
支
部
長

船
川
喜
正

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
支
部
活
動
に
関
し

ま
し
て
多
大
な
る
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

上
尾
支
部
も
昨
年
は
新
規

会
員
が
た
く
さ
ん
加
入
し
て

ま
い
り
ま
し
て
1
3
0
人
を

超
え
る
会
員
数
と
な
り
ま
し

た
。
賀
詞
交
歓
会
に
も
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
、
支
部
活

動
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
支
部
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
考
え
る
事
は
、

「
専
門
家
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
で
す
。
災
害
等
が
起

こ
っ
た
場
合
に
、
マ
ス
コ
ミ

か
ら
災
害
の
専
門
家
の
見
解

を
尋
ね
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
「
災

害
が
起
こ
る
前
に
早
め
に
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
す
る
「
専

門
家
」
が
い
ま
す
。
私
に
言

わ
せ
る
と
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト

は
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
と
は

言
え
な
い
、
こ
ん
な
コ
メ
ン

ト
な
ら
素
人
の
私
に
だ
っ
て

言
え
る
と
思
う
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
す
。
専
門
家
と
し
て

マ
ス
コ
ミ
に
意
見
を
求
め
ら

れ
た
以
上
、
一
般
的
・
常
識

的
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
、

専
門
家
と
し
て
恥
ず
か
し
い

こ
と
と
思
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。我

々
が
街
頭
相
談
会
で
求

め
ら
れ
て
い
る
の
も
一
般
的

な
意
見
で
は
な
く
、
「
専
門

家
」
と
し
て
の
意
見
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ご
相
談
者
は
、
専
門
家

の
「
価
値
あ
る
一
言
」
を
求

め
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
ご

要
望
に
お
応
え
す
る
に
は
、

我
々
自
身
が
常
に
研
鑽
を
怠

ら
ず
、
知
識
と
識
見
を
高
め

る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

行
政
書
士
の
業
務
の
範
囲

は
と
て
も
広
く
、
全
て
の
業

務
に
精
通
す
る
こ
と
は
困
難

と
し
て
も
、
せ
め
て
自
分
自

身
の
得
意
と
す
る
分
野
に
お

い
て
は
、
素
人
で
も
言
え
る

よ
う
な
意
見
で
は
な
く
、
知

識
を
生
か
し
た
「
専
門
家
」

と
し
て
の
意
見
が
堂
々
と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

も
の
で
す
。

我
々
の
仕
事
は
、
「
身
体

と
頭
脳
」
が
資
本
で
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
お
仕

事
の
益
々
の
ご
繁
昌
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

畠
山
稔
上
尾
市
長
と
上
尾

支
部
の
船
川
喜
正
支
部
長
及

び
支
部
役
員
は
7
月
5
日
、

上
尾
市
役
所
の
市
長
室
で
会

談
を
行
い
ま
し
た
。
船
川
支

部
長
は
、
上
尾
支
部
を
始
め

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
県
下

各
支
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

無
料
相
談
会
の
活
動
状
況
を

紹
介
し
た
ほ
か
、
上
尾
市
に

よ
る
空
き
家
対
策
に
も
触
れ

て
、
こ
の
分
野
で
も
行
政
書

士
が
活
用
で
き
る
こ
と
を
畠

山
市
長
に
訴
え
ま
し
た
。

畠
山
市
長
と
の
会
談
に
先

立
ち
、
船
川
支
部
長
及
び
支

部
役
員
は
市
民
協
働
推
進
課

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
課
と

の
会
談
で
は
、
上
尾
支
部
か

ら
、
上
尾
支
部
事
務
所
で
実

施
し
て
い
る
無
料
相
談
が
多

く
の
相
談
者
に
と
っ
て
問
題

解
決
の
糸
口
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
D
V
問
題
の
相
談

も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
上
尾
市
の
黒
田
正
司
市

民
協
働
推
進
課
課
長
か
ら
は
、

市
民
相
談
室
か
ら
紹
介
し
た

市
民
の
相
談
を
受
け
入
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

船
川
支
部
長
は
会
談
後
、

「
上
尾
市
及
び
上
尾
支
部
会

員
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、

市
民
に
多
く
の
相
談
の
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
無
料

相
談
会
を
こ
れ
か
ら
も
行
っ

て
い
き
た
い
。
空
き
家
対
策

は
行
政
書
士
業
務
と
関
連
が

深
い
の
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
分
野
だ
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

副
支
部
長

田
中

智

上
尾
市
出
席
者

畠
山

稔

市
長

松
澤
純
一
副
市
長

中
島
英
二
郎
市
長
政
策
室
室
長

関
根
郁
夫
総
務
課
課
長

黒
田
正
司
市
民
協
働
推
進
課
課
長

上
尾
支
部
出
席
者

船
川
喜
正
支
部
長

田
中
智
副
支
部
長

増
田
好
男
理
事
総
務
部
長

長
島
優
香
理
事
総
務
部
員
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畠

山

稔

上
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市

長

訪

問

支
部
長
挨
拶

畠
山
上
尾
市
長
を
囲
ん
で



平
成
30
年
10
月
6
日
（
土
）
、

J
R
上
尾
駅
自
由
通
路
に
て

毎
年
恒
例
と
な
る
県
下
一
斉

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
行
政
書
士
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ユ
キ
マ
サ
く
ん
」

が
日
程
の
都
合
で
参
加
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

午
前
10
時
の
開
始
前
か
ら
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
全

時
間
帯
を
通
し
て
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
最
終
的
に
は

40
件
を
超
え
る
件
数
と
な
り

ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
、
行
政
書
士

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
用
意
し
た
分
が
ほ
ぼ
無

く
な
り
効
率
よ
く
P
R
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

槌
本

泰
之

平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）

11
日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
あ
げ
お
祭
り
会
場
に

お
い
て
街
頭
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

あ
げ
お
祭
様
子
会
場
で
は
、

市
内
の
各
団
体
の
テ
ン
ト
が

建
ち
並
び
ス
テ
ー
ジ
で
は
シ
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
、

多
く
の
市
民
の
方
が
相
談
に

訪
れ
ま
し
た
。

2
日
間
で
相
談
に
来
ら
れ

た
人
の
合
計
は
44
人
、
相
談

件
数
は
述
べ
54
件
で
し
た
。

そ
の
内
、
相
続
が
24
件
と

最
も
多
く
、
続
い
て
遺
言
10

件
、
不
動
産
8
件
等
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
生
前
に

不
動
産
を
処
分
し
た
い
、
利

用
価
値
の
無
い
田
舎
の
不
動

産
を
売
却
し
た
い
と
い
っ
た

も
の
等
、
こ
れ
ま
で
の
相
談

会
に
比
べ
て
不
動
産
関
連
の

相
談
が
多
か
っ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

上
尾
支
部
の
会
員
か
ら
は
、

2
日
間
で
述
べ
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
開
催
、
運
営
の

た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

支
部
会
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
部
長

佐
々
木

幹

平
成
30
年
7
月
20
日
（
金
）

上
尾
駅
前
の
居
酒
屋
に
て
支

部
納
涼
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
会
員
26
名
、
大
宮
支
部

会
員
1
名
の
27
名
の
参
加
で
、

夏
季
研
修
会
の
講
師
を
お
招

き
し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

互
い
に
近
況
を
語
り
合
う
な

ど
懇
親
を
深
め
て
、
来
る
真

夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
良

い
会
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
部
長

武
藤

倫
雄
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行

政

書

士

制

度

広

報

月

間

県

下

一

斉

無

料

相

談

会

あ

げ

お

祭

り

街

頭

無

料

相

談

会

納
涼
会

相
談
会
の
様
子
（
上
尾
駅
通
路
）

相
談
担
当
者
（
上
尾
駅
通
路
）

畠山稔上尾市長の訪問

相
談
担
当
者
（
上
尾
市
民
体
育
館
）

大島敦衆議院議員の訪問

相談会の様子（上尾市民体育館）



平
成
30
年
12
月
14
日
（
金
）
、

上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
冬
季
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

上
尾
支
部
会
員
で
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

新
山
文
敏
先
生
に
講
師
を
務

め
て
頂
き
「
行
政
書
士
の
た

め
の
民
事
信
託
」
と
題
し
て

家
族
信
託
（
民
事
信
託
）
に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。充

実
し
た
資
料
に
加
え
、

実
務
上
の
経
験
か
ら
の
具
体

的
な
事
例
、
実
務
で
陥
り
が

ち
な
注
意
点
等
も
紹
介
さ
れ
、

と
て
も
実
践
的
な
内
容
の
講

義
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
33
名
で
、
上
尾

支
部
以
外
に
も
4
支
部
か
ら

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

新
山
先
生
の
楽
し
い
語
り

口
調
で
、
賑
や
か
で
盛
況
の

研
修
会
と
な
り
ま
し
た

講
師
の
先
生
は
じ
め
、
参

加
頂
い
た
皆
さ
ま
、
運
営
に

ご
協
力
頂
い
た
会
員
の
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
部
長

佐
々
木

幹

平
成
30
年
12
月
14
日
（
金
）

午
後
5
時
30
分
か
ら
、
上
尾

駅
東
口
の
中
華
料
理
店
に
て
、

上
尾
支
部
の
忘
年
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

忘
年
会
の
前
に
セ
ミ
ナ
ー

を
し
て
い
た
だ
い
た
講
師
で

も
あ
る
新
山
文
敏
先
生
と
、

新
し
く
上
尾
支
部
に
入
会
さ

れ
ま
し
た

6
名
（
野
崎
重
喜

会
員
、

田
中
繁
雄
会
員
、

大
山
康
一
会
員
、
今
井
達
也

会
員
、

山
野
智
彦
会
員
、

山
崎
亮
一
会
員
）
を
含
む
総

勢
28
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
生
部
の
佐
藤
久
美
子
副

部
長
の
度
重
な
る
交
渉
に
よ

り
、
会
費
以
上
の
料
理
及
び

お
土
産
が
提
供
さ
れ
、
大
変

満
足
の
い
く
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

も
大
人
数
が
収
容
で
き
る
お

座
敷
で
あ
っ
た
の
で
、
大
勢

の
方
と
の
懇
親
が
図
れ
た
と

思
い
ま
す
。

師
走
の
お
忙
し
い
中
、
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
厚
生
部

の
事
業
に
、
ご
協
力
の
程
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
部

岩
間

健
太
郎

行
政
書
士
法
は
、
行
政
書

士
の
業
務
の
範
囲
を
画
し
、

ま
た
行
政
書
士
の
義
務
を
定

め
て
い
ま
す
。
行
政
書
士
法

は
行
政
書
士
試
験
か
ら
外
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
行
政

書
士
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

法
律
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

行
政
書
士
法
の
研
究
書
3

冊
を
以
下
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

■
地
方
自
治
制
度
研
究
会
編

集
『
詳
解
行
政
書
士
法
第
4

次
改
訂
版
』
ぎ
ょ
う
せ
い

本
書
は
、
「
自
治
省
関
係

者
の
筆
」
「
総
務
省
関
係
者

加
筆
」
（
兼
子
『
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
』
12
頁
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
行
政
書
士
制
度
の

沿
革
、
行
政
書
士
法
逐
条
解

説
、
資
料
の
三
部
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
務
上
重
要

な
の
は
、
逐
条
解
説
と
資
料

（
行
政
実
例
）
で
す
。
行
政

書
士
制
度
を
所
管
し
て
い
る

省
庁
関
係
者
に
よ
る
も
の
と

い
う
点
で
、
本
書
は
日
常
の

実
務
に
お
い
て
は
最
も
信
用

で
き
る
と
言
え
ま
す
。

■
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

編
集
『
条
解
行
政
書
士
法

第
一
分
冊
（
業
務
編
）
』
ぎ
ょ

う
せ
い

本
書
は
、
「
日
行
連
行
政

書
士
制
度
調
査
委
員
会
が
、

行
政
書
士
法
の
解
釈
に
つ
い

て
膨
大
な
数
の
関
連
文
献
を

考
察
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、

高
度
か
つ
慎
重
な
議
論
・
研

究
を
行
い
、
自
ら
の
立
場
に

基
づ
く
見
解
・
解
釈
を
加
え

た
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
」

（
同
書
）
と
い
う
も
の
で
す
。

制
度
及
び
条
文
に
関
す
る
解

説
編
と
資
料
編
と
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
扱
わ
れ
て
い

る
条
文
は
行
政
書
士
法
第
1

条
、
第
1
条
の
2
、
第
1
条

の
3
、
第
19
条
の
み
で
す
が
、

行
政
書
士
の
業
務
範
囲
に
関

わ
る
重
要
規
定
で
す
。
資
料

は
「
判
例
・
行
政
実
例
・
先

例
等
」
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
日
行
連
現
執
行
部

に
お
け
る
主
流
的
見
解
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。

■
兼
子
仁
『
行
政
書
士
法
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル

新
9
版
』

北
樹
出
版

本
書
は
、
行
政
書
士
試
験

委
員
長
を
務
め
た
兼
子
仁
東

京
都
立
大
学
名
誉
教
授
・
法

学
博
士
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
行
政
法
学
者
が
も
の
し
た

逐
条
研
究
書
」
で
あ
り
、

「
行
政
書
士
の
制
度
と
業
務

の
発
展
を
法
学
専
門
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い

る
」
（
以
上
、
同
書
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
逐
条
解
説
が

メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
行
政
書
士
法
に
対

し
て
学
問
的
解
釈
を
積
極
的

に
施
す
も
の
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。副

支
部
長

田
中

智
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行政書士無料相談 ご案内 （各会場をご参照下さい。）

上尾市役所会場 毎月第３火曜日 午後１時～午後４時 事前予約 ０４８－７７５－４６４３（市民相談室）

桶川市役所会場 毎月初の平日 午後１時～午後４時 事前予約 ０４８－７８６－３２１１（秘書広報課）

伊奈町役場会場 毎月第３水曜日 午後１時～午後４時 予約不要 ０４８－７２１－２１１１（住民相談室

※各会場とも、祝日等で日程が変更されることがあります。 内線２２１３）

詳細のお問い合わせは ０ ４ ８ － ７ ７ ６ － ３ ３ ６ ７

冬

季

研

修

会
忘
年
会

行
政
書
士
法

研
究
書
紹
介

講師の新山先生



平
成
31
年
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
1
月
15
日
（
月
）
午
後

6
時
30
分
か
ら
、
上
尾
市
文

化
セ
ン
タ
ー
3
0
1
集
会
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
15
人
、
会
員
36
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

荒
岡
克
巳
埼
玉
会
会
長
、

畠
山
稔
上
尾
市
長
、
大
島
清

伊
奈
町
長
を
始
め
、
ご
来
賓

の
方
々
か
ら
、
ご
挨
拶
を
賜

り
ま
し
た
。

司
会
進
行
は
長
島
優
香
総

務
部
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

高
村
多
嘉
藏
副
支
部
長
に
よ

る
開
会
挨
拶
、
船
川
喜
正
支

部
長
に
よ
る
挨
拶
、
ご
来
賓

挨
拶
の
の
ち
、
大
森
眞
市
副

支
部
長
に
よ
る
乾
杯
で
歓
談

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
入
会
員
8
人
が
登
壇
し
て

自
己
紹
介
を
行
い
、
新
し
い

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

田
中
智
副
支
部
長
に
よ
る
中

締
め
に
続
き
、
集
合
写
真
を

撮
影
後
、
8
時
30
分
の
定
刻

と
な
り
、
出
席
者
は
散
じ
ま

し
た
。

副
支
部
長

田
中

智

先
日
、
歌
舞
伎
町
に
出
か
け
て

映
画
を
見
て
き
ま
し
た
。
私
が
高

校
生
の
時
に
流
行
っ
て
い
た
、
新

宿
を
舞
台
と
す
る
活
劇
ア
ニ
メ
で

す
。
映
画
を
見
終
わ
っ
た
観
客
は
、

主
人
公
の
ご
と
く
肩
で
風
を
切
っ

て
歩
く
と
言
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
。
（
田
中
）
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ご来賓の方々 平

成

31

年

新

年

賀

詞

交

歓

会

編
集
後
記

埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長

荒

岡

克

巳

様

上
尾
市
長

畠

山

稔

様

桶
川
市
長
小
野
克
典
様
代
理

副
市
長

松

本

幸

司

様

伊
奈
町
長

大

島

清

様

衆
議
院
議
員
大
島
敦
様
代
理

第
一
秘
書

堀

浩
一
郎

様

衆
議
院
議
員
中
根
一
幸
様
代
理

第
一
秘
書

吉

田

英

紀

様

埼
玉
県
議
会
議
員

石

渡

豊

様

埼
玉
県
議
会
議
員

岡

地

優

様

埼
玉
県
議
会
議
員

清

水

義

憲

様

桶
川
市
商
工
会
会
長
加
藤
清
様
代
理

事
務
局
長

青

木

政

人

様

伊
奈
町
商
工
会

会
長

町

田

伸

吉

様

埼
玉
県
行
政
書
士
会
大
宮
支
部

支
部
長

坂

東

明

美

様

同

鴻
巣
支
部

支
部
長

中

野

美

春

様

同

埼
葛
支
部
支
部
長
西
村
良
平
様
代
理

副
支
部
長

清

水

浩

様

遠
山
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー

遠

山

正

博

様

荒岡埼玉会会長

畠山上尾市長

大島伊奈町長 船川支部長

司会の長島総務部員高村副支部長の開会大森副支部長の乾杯

新会員の自己紹介集合写真


